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Abstract 

 

米国のベンチャーはR&D活動の要である。20年以上前から大企業は研究所を縮小または廃止し、製

品開発に集中してきた。大学等で生まれた基礎的な研究成果を事業に繋げるプロセスはベンチャー

が担うこととなった。材料科学の産業応用も同様である。こうしたプロセスを全面的に支援してきたの

がベンチャーキャピタル（VC）と言われる産業である。ところが意外にもその役割や大学・ベンチャー企

業との関係についてはよく理解されていない。本講演では、実例を基にこの起業プロセスからベンチャ

ーの一生まで俯瞰する。材料や部品などものづくり応用の分野では、前回のクリーンテック・バブルの

崩壊後、ソフトな IT 分野に比べ米国では投資が限られてきた。その理由も含め、グローバルな観点か

らものづくりベンチャーの起業と成長の特異性を探る。時間が許せば、不確実性が高まる近い将来へ

のベンチャー及び VC産業の動向を議論する。 
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